
 

公益社団法人関西経済連合会「関西・新型コロナウイルス医療体制支援基金」 

から関西広域連合構成府県への寄付について 

 

令和２年９月 22 日 

本 部 事 務 局 

 

 

 公益社団法人関西経済連合会（以下「関経連」）が本年５月に設置した「関西・新型コ

ロナウイルス医療体制支援基金」から、新型コロナウイルスへの医療体制強化支援のため、

関西広域連合構成２府６県に対して、次のとおり寄付が行われます。 

   

１ 寄付金の概要 

(1) 寄付の規模 総額５４１百万円程度 

        （関経連で 11 月末まで寄付募集を実施） 

 (2) 寄付の用途（関経連の希望） 

新型コロナウイルスへの医療体制を強化するため、次の用途に活用 

① 新型コロナウイルス感染の疑いがある患者の検査に必要な医療機器 

② 新型コロナウイルス感染者の治療・搬送に必要な医療機器 

③ 医療従事者が診断・治療時の感染防止に必要な医療物資 

 (3) 寄付金の配分 各構成府県に１５百万円を均等配分し、残額を人口に応じて配分 

 

２ 今後の予定 

 (1) 送金予定（関経連から各構成府県へ） 

第一回送金 ３６６百万円（９月 16 日送金済み） 

第二回送金 １７５百万円程度（後日送金予定） 

 (2) 使途の報告等 

１０月末を目途に構成府県において、使途を決定 

関西広域連合を通じて関経連へ報告 

 

３ その他 

関経連が設置する当該基金からは、関西健康・医療創生会議が設立するプロジェクト

に対して、別途１６５百万円の寄付が行われています。  

資料４



 


